経営継承に関する話し合い記録

●●年●●月●●日の話し合いにおいて、以下のことについて合意した。

合意事項　
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
	●●年●●月●●日
	氏　名　□□□□（自署）
	氏　名　△△△△（自署）
	氏　名　■■■■（自署）
	立会人　▲▲▲▲（自署）


（合意事項の例示）

· 農業は、現経営者Aから後継者Bに継承する。
· 不動産事業は、現経営者Aから後継者以外の子息Cに継承する。
· 事業用資産のうち、農業に関する現経営者A所有のものは後継者Bに集中させ、
不動産事業に関する現経営者A所有のものは後継者以外の子息Cに集中させる。
· 現経営者A、後継者Bのほか家族全員が今後も家業の継続・発展に協力する。家族それぞれの役割分担は、●●月までに明確化して家族経営協定書に記載する。
· 経営継承時期を●●年●●月と仮置きする。現経営者Aと後継者Bが相談しながら経営継承計画書を●●月までに作成する。
· 現経営者A所有の株式を全て後継者Bに譲渡する。譲渡金額は●●円を目途とし、現経営者Aが税理士に評価を依頼し、株式譲渡契約書作成前に後継者Bと話し合って決定する。
· 添付の経営継承計画書に記載した内容に基づき経営継承を進める。空欄となっている現経営者Aの退職金額については、引き続き話し合いを継続する。
